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これまで、われわれは長周期光ファイバグレー

ティング（LPG）を用いた，強度変調型の振動セ

ンサの高感度化や温度補償法の検討を行ってき

た[1-3]．特に，カスケード型 LPG[4]においては,
モード間の干渉効果を利用した急峻なスペクト

ル形状を用いることにより高感度化が可能であ

り，また，作製パラメータの最適化により，その

温度依存性は低減可能であることを提示した

[2,3]． 
本研究では，前回の報告において課題とされて

いた，次数の異なるクラッドモードを用いたカス

ケード型 LPG の作製，および，その温度特性に

ついて検討を行ったので報告する． 
作製においては，紫外光レーザ（λ:248 nm）を

用いた逐次書込み法を用いて，作製パラメータ

（格子間隔，スリット幅等）を変更することによ

り，次数の異なるカスケード型 LPG の作製を行

った．作製したカスケード型 LPG の透過率スペ

クトルを図 1 に示す．なお，図中に示すように，

短波長側のチャネルピークから順に①，②…とす

る．また，作製パラメータから見積もられたモー

ド次数は，それぞれ 4 次（低次）および 8 次（高

次）である．図から，いずれもモードにおいても

干渉効果による周期的なチャネルスペクトル[2]
が得られていることがわかる．また，高次のモー

ドにおける帯域幅は低次のものと比較して約 2
倍程度広帯域であることがわかる． 

温度特性実験では，作製したカスケード型 LPG
を恒温槽内に設置し，槽内温度を電熱器により調

整し，周囲温度への依存性を評価した．なお，実

験では，半導体光増幅器の ASE 光源に対する透

過率スペクトルを光スペクトラムアナライザで

測定した． 
実験では，図 2 に示すように，いずれのカスケ

ード型 LPG においても，周囲温度の増加に伴い

短波長側へスペクトルがシフトする結果が得ら

れた．また各チャネルスペクトルの温度依存性は，

図 2(a)に示すように，低次のものにおいては，い

ずれのチャネルピークもほぼ同程度であった．ま

たその依存性は，単一の LPG のものと同程度で

あった．一方，高次のモードにおいては，図 2(b)
に示すように，短波長側と長波長側において温度

依存度が異なり，波長依存性を示す結果を得た．

実験結果から見積もられた，カスケード型 LPG
と単一の LPG の温度依存性を表 1 に示す．表に

示すように，温度依存度は低次のものと比較して，

約 3 倍程度，高次のモードの温度依存性が高いと

いう結果を得た． 
また，本研究では，高次のクラッドモードを利

用するために，これまでの報告[3,4]とは異なる光

ファイバを用いて，カスケード型 LPG の作製を

行った．そのため，温度依存性に関しても，異な

る傾向を示している．これは，作製に用いた光フ

ァイバのコアへの B（ホウ素）の添加濃度および

コア径などの違いにより，温度依存性が異なるこ

とが原因と推測される． 
講演では，作製パラメータの異なる LPG に対

する結果についても報告する． 
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(a) 4 order                 (b) 8 order 
Fig.1 Transmittance spectrum of cascaded LPGs. 
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Fig.2 Temperature induced peak shift. 

Table I Temperature characteristics of LPG (single) and cascaded LPGs. 

 

Mode order 4 8 

LPG distance (D) [mm] Single 76.8  Single 80.0  

Temp. induced peak shift 
∆λ/∆ degC [nm/degC] 

- 0.13 
- 0.14 

~ 
- 0.15 

- 0.29 
- 0.30 

~ 
- 0.51 
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